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共同研究契約等における誓約書ガイドライン 

 

１．この「共同研究契約等における誓約書ガイドライン」は、共同研究等契約書に明記

される研究代表者及び研究協力者として参加する大学院生等を対象とする。 

２．研究代表者は、共同研究等において、誓約書を提出しない大学院生等を参加させては

ならない。 

また、誓約書に反する行為を行った大学院生等については、共同研究等への参加を中

止させる。 

３．本学が実施する共同研究等の契約書で定める研究協力者として大学院生等が参加す

る場合には、研究代表者は、参加を希望する大学院生等に秘密保持の対象や必要性

を説明した上で誓約書の提出を求める。 

４．この誓約書は、研究代表者と大学院生等の合意に基づいて提出するものである。 

５．研究代表者は、大学院生等に誓約書の提出を強制してはならない。 

６．大学院生等は、自分の自由な意志でもって誓約書に署名する。 

７．研究代表者は、誓約書を提出しない者に対して、不利益な取扱いをしてはならない。 

８．研究代表者は、共同研究等に参加を希望する大学院生等に、共同研究等の契約内容

の関係する条文について説明を行わなければならない。大学院生等は、充分に理解

できるまで研究代表者に説明を求めることができる。 

９．研究代表者は、共同研究等に参加を希望する大学院生等に、秘密保持の期間中にお

いては、当該共同研究等の契約書で定める秘密情報を第三者に開示・漏洩してはな

らないことを説明しなければならない。 

10．研究代表者は、共同研究等に参加を希望する大学院生等に、共同研究等において大

学院生等が発明及び考案等を行ったときには、国立大学法人滋賀大学知的財産取扱

規程に従わなければならないことを説明しなければならない。 

11．研究代表者は、共同研究等に参加を希望する大学院生等に、国立大学法人滋賀大学

知的財産取扱規程の関係する条文について説明を行わなければならない。 

大学院生等は、充分に理解できるまで研究代表者に説明を求めることができる。 

12．研究代表者は、共同研究等に参加を希望する大学院生等が研究等に参加をする前に、

誓約書原本を各部局長へ、各部局長は誓約書写を学長に提出しなければならない。 

 

「共同研究等」･･･共同研究、受託研究及び受託事業 

「研究協力者」･･･共同研究等の契約書で定める研究協力者 

「大学院生等」･･･大学院及び学部の学生 

以上 


